
○「時間を整理」することによって、教員にとっても、児童にとっても、メリハリのあるスケジュールになった。
○放課後、授業準備の時間が十分に確保されたことにより、自信を持って授業に臨むことができる。
○業務量はまだまだ多いが、放課後に事務的な仕事を行う時間が増えたので、少し早く帰れるようになった。
○幼稚園や保育園への子供の迎えなど、家庭の事情で早く帰らなければならないときに、帰りやすい。

　岩倉小学校では、「給食の時間」の変更に伴い、校時表の見直しを行いました。児童の下校時間を
繰り上げ、放課後の「事務的な業務を行う時間」を確保し、業務負担の軽減を図っています。

取組の柱《２》業務改善の推進　　校時表の見直し（美馬市岩倉小学校）　

朝の活動を５分早く 「終礼」を「職朝」に変更

帰りの会を
５・６時間目の間に

16:00下校 16:00下校 下校時間を
２５分繰り上げ

校時表（見直し前） 校時表（見直し後）



教科担任制実施指定校として８学級以下の学校に優先的に加配を置く
※教職員課に要望書を提出（１１月〆）担当は海老名さん
週２０時間（文科省指定教科の高学年英語・算数・体育・理科）
R4は約40校が指定
裾野を広げるために、１校あたり、0.5人の加配に変え、指定校数を２倍に
R5は56校に増
校長会で周知している

小学校の
「学級担任制」の課題

『個業』に陥りがち
になること

★業務負担に「偏り」ができ、仕事を抱え込んでしまう教員が存在する。
★仕事に対する個人的な「こだわり」が、長時間勤務につながりやすい。
★学級の実態（児童の様子）が「外」から見えにくい、閉鎖的な空間になってしま
う。
★他の教員の優れた授業・指導を「見て学ぶ」機会が少ない。

○同じ学年の担任の助け合いにより、業務の平準化が図られている。
○同じ内容の授業を、他の学級で繰り返し行うため、授業力の向上につながる。
○授業準備が効率化され、授業・教材研究に注力することができる。
○複数の教員が、互いの学級の児童のよさを見つけて伝え合う習慣ができた。
○若手教員にとっての、ベテランの指導を見て学ぶ環境づくりができた。

導入の効果
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